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旧登米懐古館
写真１は昭和36年（1961）、寺池城址の一角に

渡辺政人氏に建築までお願いをし、完成後に旧

登米町へ寄贈していただいた初代の登米懐古館

の写真です。

旧登米懐古館は博物館等類似施設に分類され

ますが、宮城県内では博物館等類似施設を含め

て、仙台市博物館に次いで二番目に建設された

歴史ある施設です。

政人氏古希を迎えて
政人氏は明治25年（1892）、登米町日根牛に生まれましたので、「登米町文化財展示会」が開催された昭

和28年には61歳でした。この頃政人氏は、日本鋼管継手株式会社取締役会長職に就いていました。

昭和28年の「登米町文化財展示会」で町民の方々から339点もの展

示協力があったことから、貴重な文化財を個人の方が所蔵・保管して

いたのでは、火災や盗難の恐れが心配されましたので、博物館のよう

な建物が欲しいと町民の方々から要望が出されていました。

図らずも、このような時期に政人氏が古希を迎え、登米町に対し「報

恩感謝の念を表したい」ということで、政人氏が蒐集してきた郷土に

ゆかりのある財産等111点を町へ寄贈していただくことになりましたが、

当時の登米町の財政は大変厳しい状況にあり、博物館等類似施設

を新設する財源の見通しを立てることができませんでした。

こうした状況から、建物の建築も政人氏にお願いすることになり、登

米町は寺池城址の一角三の丸跡地を懐古館敷地の土地として提供

しました。昭和36年（1961）３月地鎮祭を行い、同年10月15日落成開

館しました。

懐古館の移築気運
旧懐古館は建築から60数年も経って経年劣化していることや小高

いところに設置されていたことから、足腰の弱い方は中々足を運びず

らい状況にありましたので、移築の機運が高まっていました。

関係者の協力の下に、春蘭亭隣接地の土地を取得することができ

ましたので、隈研吾建築都市設計事務所に設計・施工監理を委託し

て、令和元年（2019）９月、新懐古館がオープンしました。

懐古館建設のきっかけ
昭和28年（1953）秋、登米町開府350年祭の式

典が行われ、その行事の一つとして、登米町文化

財展示会が催されました。町内の方々からも、刀

剣類、鉄砲、甲冑、陣羽織、馬具、旗、采配、弓、

弓立、書画や什器類など339点の展示品があった

と記録されています。



　　　　　

 写真３　来神橋写真
提供:「教育資料館展示写真」複写

　　

 

参考資料：登米町誌（第三・四巻）、和睦

今回は渡辺政人氏を中心に編集しました。

明治時代後期頃、大学進学の学費を調達するため、渡台・渡韓し

て働いています。その行動力には驚かされるものがあります。

今回、政人氏からの寄贈品の内容について、紹介できませんでした

が、伊達政宗筆古歌「咲時ハ」や仙台伊達第三代藩主綱宗が打った

と伝わる脇差など、文書や美術工芸品等多岐に渡ります。 鎌田

渡邊政人氏は懐古館の建設に関わっただけでなく、太平洋戦争中に「登米大橋」の架設や子供たちの向学心を

支えるため「財団法人登米渡邊奨学会（現公益財団法人登米渡邊奨学会）」を創設し、奨学金の原資となる資金

を寄付していただくなど、登米町のために多大な貢献をしていただきました。

時代の推移とともに、「渡辺政人氏」と言っても、政人氏を知らない世代が多くなってきたように思いますので、この

機会に政人氏の人となりを紹介します。 来神橋と登米大橋
写真３は「来神橋」の写真です。来神橋は、寺池荒町と日根牛

宿小川の間に設置されていた舟橋で、大正６年（1917）から昭和

20年（1945）まで利用されました。来神橋に代わる不動橋の建設

は、昭和12年（1937）７月から始められる予定でしたが、日中戦

争により、工事は中断してしまいました。

町長等が、鉄鋼統制会理事兼配給部長、鉄鋼販売統制株式

会社社長の要職に就いていた政人氏に相談したところ、「太平

洋戦争が三陸沿岸に及んだ際、北上川を戦車が通行できる橋

がないということで、鉄筋コンクリートの不動橋に架け替える必要

がある」という理由を関係官庁に説明して、陳情を行うよう知恵

を授けていただいたと語っています。 このような経過があって、

戦時中であった昭和20年５月に「登米大橋」は完成しました。

登米町日根牛在住の村上正志氏著作の「日根牛の語り部」に、

完成後の６月頃、戦車部隊が「登米大橋」を渡ったことが記述さ

れています。

財団法人登米渡辺奨学会の設立
財団法人登米渡辺奨学会（現公益財団法人登米渡辺奨学会）は昭和39

年（1964）に設立されたました。家庭の経済的事情で、進学を諦めざるをえな

い子供達のうち、向学心に燃え、学業成績優秀で、心身共に健康な子供に学

費を貸与し、有能な人材を育成することを目的として設立されました。

設立当初、政人氏は1,000万円の基金の原資を寄付しています。昭和42年

（1967）に500万円の原資を増額し、現在では、約１億円の基金で運用を行っ

ているようです。政人氏の故郷の子供達を想う、深い愛情を感じるとともに、そ

の精神は今では登米市全域に広がり、奨学生は延べ約400人を超えています。

写真４ 奨学会設立許可申請書

提供 公益財団法人登米渡辺奨学

LINE “お友達登録" 受付中です！右記はQRコードで

次号は「髙倉勝子美術館編」で、発行予

定は今年10月頃を予定しています。

髙倉勝子美術館で常設展「原爆の図」を

展示しています。画家自身が体験し、自ら

の目で見た広島の惨状を描いています。こ

の機会に、どうぞ足をお運びください。

ご進講等
日本鋼管取締役社長を務めていた昭和21年（1946）7月、宮内省（現

宮内庁）からお呼出を受け、天皇陛下に「兵器処理と戦後の鉄鋼業」に

ついてご進講を行いました。

また、昭和４２年10月、学校法人明治大学理事長に就任しています。こ

のように、様々な方面で活躍されました。

“みやぎの明治村"SNS随時更新中です！


